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【平成２０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
研究グループは、当初計画していたナノろ過嫌気ＭＢＲの開発を嫌気不燃布・好気ＮＦ－ＭＢＲの開

発に変更したが、その理由と変更方針は妥当なものである。そのために研究組織を拡充して対応策も講

じ、かえって当初想定した以上の成果が得られる可能性も見えてきている。同グループの研究推進能力

の高さを実証した形となった。この計画変更と実験フィールド移転の遅れという当初想定していなかっ

た事態に伴い、実証期間の短縮を余儀なくされたが、研究成果に著しい悪影響を及ぼすおそれは小さい

と考えられる。研究成果は国際的学術誌に多数報告され、期待通りの成果が見込まれる。 
可能であれば、本研究で開発されたシステムが、今後、具体的にどのように実用化されうるのかを示

し、その上で、実用化された場合のシステム全体の効率性、経済性についても評価していただきたい。

 
 
【平成２２年度 検証結果】 
研究進捗評価結果どおりの成果が達成された。 

 嫌気不燃布・好気ＮＦ－ＭＢＲの開発と有効性の実証に関して十分な研究成果を挙げ、広く公表して

いる。 

 


